
手作業で心つながり笑顔わく

朝酌川河川敷フラワープロジェクト

フラワープロジェクト実行委員会



「川津の変遷・現状」

昭和３０年代中頃（６０年前） 現 在

人 口 約４，０００人 約１６，０００人

世帯数 約９００世帯 約８，０００世帯

高齢者率 ２２％（市内で最低）

町内会加入率 ４３％（市内で最低）

住民の属性 ほとんどが地元出身者 転入者・転勤者が６～７割

産業等
田園風景が広がる農村

商店街
文教地区

高層ﾏﾝｼｮﾝ・ｱﾊﾟｰﾄ多数



＜町内会・自治会加入率 ４３％・・・市内最低＞

「川津の課題」

住民同士のつながりが希薄

〇住民の孤立化

〇神社・仏閣の祭礼等が衰退

〇自主防災隊の組織率が低い

等々

地域に根ざした

活動が出来にくい



「川津のシンボル」と言えば

朝酌川（水草川）



〇子ども向けの「カヌー、ボート体験」ができるように整備

〇堀川遊覧船のような観光船を運行

〇朝酌川土手に散歩・ジョギングコース用の距離表示板設置

〇桜並木の維持・管理を計画的に行う

(樹木医さんによる勉強会)

〇河童伝説の活用

(紙芝居、看板・石柱の設置、絵画コンテスト、

河童の大型オブジェの設置)

「朝酌川(水草川)の活用」





「町内会 有志の皆様からの提案」
＜令和２年秋＞

楽山橋から橋本大橋の右岸(約４５０ｍ)をコスモス
等が咲き誇る場所にしたい。
朝酌川の自然環境に留意しつつ、これまでの除草活動

＋草花づくりによる景観形成

・地域住民の一層の憩いの場 ・他の地域の方々にも魅力あるスポット

＜令和２年１２月＞

〇県の関係当局に趣旨を説明し、指導を仰ぐ

〇まちづくり集会・・・提案の趣旨に参加者全員賛同

〇作業開始・・・１２月１２日(除草・除根・除石)



ススキとセイタカアワダチソウの茂る河川敷



石ころや根っこで難渋する開墾作業



徐々に畑らしくなってきました



<実行委員会 設立趣旨>

参加団体の連携を図り、フラワープロジェクトの安定的・継続的な実施を目指す。

加えて、川津周辺地域の益々の発展に資することを願って進めていく。

「フラワープロジェクト実行委員会発足」
＜令和３年６月＞

【除草・除根・除石作業等の協力団体】

・しまね四季の学び舎 ・パトロールママの会 ・大阪健康福祉短期大学 ・川津交番

・シルバー人材センター ・松江市社会福祉協議会 等

橋本町内会

川津地区青少年育成協議会学園通り商店街振興組合

松江東高等学校

川津公民館

【フラワープロジェクト実行委員会】

～主役を作らない！主役は川津地区住民全員！～

ボランティアとして参画





種まきには子ども達も参加



１０月 河川敷は満開のコスモスで
埋め尽くされました



「感謝のつどい (令和３年１１月３日)」

～ ありがとうコスモス ～



コスモス畑で宝探し



「これまでの活動実績」
月 日 内 容 参加人数 月 日 内 容 参加人数

R2．12／ 4 事業概要説明会 (２７) R3．10／ 1 乃木公民館視察研修 (１６)

12／12 除草・除石・除根作業 １０ 10／12 実行委員会 (9)

Ｒ3．1／31 〃 ２４ 10／23 除草・除石・除根作業 ６０

2／21 〃 ４８ 11／ 3 感謝のつどい
～ありがとうコスモス～

(５００)

3／28 松江東高生への事業説明会 (３５) 11／13 耕起作業、ﾑｷﾞﾅﾃﾞｼｺ・ﾎﾟﾋﾟｰ種まき １０

4／18 除草・除石・除根作業 １３ 11／20 除草・除石・除根作業 ４５

4／24 〃 ７０ R4． 1／19 拡大実行委員会 (２４)

5／23 〃 ５０ 1／29 除草・除石・除根作業 ４０

6／ 1 フラワープロジェクト
実行委員会発足

(１０) 2／26 〃 ３５

6／20 除草・除石・除根作業 ４３ 3／27 〃 ４０

6／26 〃 ２２ 4／23 〃 ５５

7／ 3 コスモスの種まき ９０ 5／21 〃 ７０

7／24 除草・除石・除根作業 ５０ 6／25 〃 ５０

8／28 コスモスの種まき
除草・除石・除根作業

５０ 7／16 耕起・耕耘作業 １８

9／25 除草・除石・除根作業 ５０ 7／23 コスモスの種まき
除草・除石・除根作業

８０

参加人数(現地での作業) 延べ１，０２３人 (R4.7月末現在)





「このプロジェクトから学んでいること(成果)」

◎コスモスの種まき(令和４年７月２３日)に参加された

４０代男性の言葉から

今日は“コスモスの種まきの日”ですが、

このプロジェクトは

“人のつながりの種まき”そのものですね。

次回参加するのが楽しみになりました。

〇河川敷のあちこちにゴミが散乱していたが、極端に少なくなった。

〇親子連れや犬を連れて散歩する人が多くなった。

〇「散歩するのが楽しみになりましたよ」という声を多く聴くように

なった。



「終わりに」

〇どんな人にとっても「安らぎの場」・「魅力あるスポッ
ト」になる。

〇将来、進学や転勤等でここを離れることになっても、川津
や松江のことを気にかけたり、誇りにしてくださる。

〇新たな“つながりの場”が出来て、今ここに住んでいる人
がずっとここに住み続けたいと思ってくださる。

これからも皆さんと一緒にこのよう
な『まちづくり』を目指します！




